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よ
り
高
度
な
先
進
医
療
を
提
供
す
る

　

現
在
、
名
大
病
院
は
高
機
能
か
つ
利
便
性
に
優
れ

た
病
院
へ
と
発
展
す
る
た
め
、
先
端
医
療
機
能
強
化

棟
（
仮
称
）
を
建
設
中
で
す
。
新
棟
に
は
新
薬
を
は

じ
め
研
究
開
発
段
階
の
医
療
を
提
供
す
る
病
床
を
開

設
し
ま
す
。
こ
の
度
、
本
院
が
日
本
発
の
新
た
な
医

療
開
発
を
主
導
す
る
臨
床
研
究
中
核
病
院
に
選
定
さ

れ
た
の
も
、
非
常
に
高
水
準
の
臨
床
研
究
・
治
験
体

制
が
国
に
認
め
ら
れ
た
結
果
で
す
。

　

さ
ら
に
、
最
新
の
手
術
室
や
Ｉ
Ｃ
Ｕ
を
整
備
す
る

ほ
か
、
内
視
鏡
治
療
、
化
学
療
法
な
ど
に
対
応
す
る

ス
ペ
ー
ス
も
充
実
さ
せ
、
よ
り
高
度
で
先
進
的
な
医

療
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
技
術
教
育
を
行
う
「
ク

リ
ニ
カ
ル
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」
も
新
棟

に
集
め
、
大
学
病
院
の
使
命
の
一
つ
で
あ
る
医
療
人

材
の
育
成
に
つ
い
て
も
強
化
し
て
い
く
考
え
で
す
。

患
者
さ
ん
の
安
全
と
利
便
を
第
一
に

　

患
者
さ
ん
の
安
全
性
確
保
の
面
で
は
、
名
大
病
院

は
全
国
に
先
ん
じ
て
医
療
の
質
・
安
全
管
理
の
向
上

に
取
り
組
み
、
注
目
を
集
め
て
き
ま
し
た
。
今
後
も

活
動
を
充
実
さ
せ
、
全
院
を
挙
げ
て
医
療
事
故
防
止

に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
患
者
さ
ん
の
利
便
性
向
上
も
重
要
な
課
題

で
す
。
そ
こ
で
駐
車
場
の
拡
充
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
ス
ペ
ー
ス
は
手
狭
と
な
り
、
ご
不
便
を
お
か

け
し
て
お
り
ま
す
が
、
少
し
で
も
混
雑
の
緩
和
を
図

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
数
多
く
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
先
進

性
、
安
全
性
、
教
育
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
大
学
病

院
と
し
て
、
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
は
親
し
み
や
す
く

使
い
や
す
い
地
域
の
病
院
と
し
て
、
今
後
も
前
進
を

続
け
て
い
き
ま
す
。

世
界
に
信
頼
さ
れ
る
名
大
病
院
へ

　

今
後
の
名
大
病
院
の
大
き
な
動
き
の
一
つ
に
、
新

た
な
予
防
医
療
へ
の
挑
戦
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で

は
病
気
に
な
っ
た
患
者
さ
ん
の
治
療
を
担
っ
て
き
ま

し
た
が
、
病
気
に
な
る
前
の
地
域
の
皆
様
の
健
康
管

理
も
名
大
病
院
の
役
割
の
一
つ
で
す
。
そ
こ
で
、
こ

れ
ま
で
に
蓄
積
し
て
き
た
膨
大
な
医
療
情
報
を
活
用

し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
は
、
国
際
標
準
の

病
院
へ
の
進
化
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
電
子
カ
ル
テ
を

刷
新
し
情
報
共
有
を
図
る
た
め
の
基
盤
整
備
を
行
う

な
ど
、
国
際
的
な
医
療
機
関
と
し
て
認
定
を
受
け
る

こ
と
で
、
中
部
、
日
本
の
名
大
病
院
か
ら
、
世
界
に

信
頼
さ
れ
る
名
大
病
院
へ
と
飛
躍
を
図
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
、
私
が
思
い
描
い
て
い
る
の
は
、
将
来
、

名
大
病
院
が
海
外
に
進
出
し
、
我
々
に
し
か
で
き
な

い
新
し
い
医
療
を
世
界
に
提
供
す
る
こ
と
で
す
。
ま

だ
、
個
人
的
な
夢
に
過
ぎ
ま
せ
ん
が
、
名
大
病
院
の

先
駆
的
な
取
り
組
み
の
先
に
、
必
ず
や
道
は
拓
け
る

と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
最
後
に
な
り
ま
し

た
が
、
名
大
病
院
で
は
『
か

わ
ら
ば
ん
』
を
通
じ
て
、
病

院
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
院
内
外
の
皆
様
に
お
伝
え

し
て
い
ま
す
。
つ
い
に
１
０

０
号
ま
で
回
を
重
ね
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
の
も
、
ひ
と

え
に
ご
愛
読
く
だ
さ
る
皆
様

の
お
か
げ
と
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。
今
後
も
わ
か
り
や
す

い
情
報
発
信
を
心
が
け
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
引
き

続
き
ご
高
覧
く
だ
さ
い
ま
せ
。

機能性、利便性をさらに高め、
地域、日本、世界から信頼される国際標準の病院を目指して

おかげさまで『名大病院かわらばん』は創刊第100号を迎えることができました。
そこで今号は100号発行記念として、
名大病院の現状や今後のビジョンについて、石黒直樹病院長にお話を伺いました。

“100号発行にあたって”病院長インタビュー

臨床研究中核病院とは
　名古屋大学医学部附属病院は、医療法に

基づく臨床研究中核病院として１月27日付

けで承認されました。

　平成27年４月から施行された医療法に基

づく臨床研究中核病院は、日本発の革新的

医薬品、医療機器及び医療技術の開発等に

必要となる質の高い臨床研究や治験を推進

するため、国際水準の臨床研究や医師主導

治験の中心的な役割を担う病院として位置

付けられており、臨床研究および治験の実

施・支援体制に関する能力要件、臨床研究

支援部門の人員配置に関する人員要件、構

造設備等に関する施設要件など、医療法に

定められている高水準の承認要件を全て満

たしていることが認められた医療機関に対

して、厚生労働大臣が承認するものです。

　この度の承認により、医療法に基づく臨

床研究中核病院として承認された医療機関

は、国立がん研究センター中央病院、東北

大学病院、大阪大学医学部附属病院、国立

がん研究センター東病院、九州大学病院と

あわせ、計６医療機関となりました。

　今後、本院は臨床研究中核病院として、

国際水準の臨床研究や医師主導治験の中心

的な役割を果たし、質の高い臨床研究や治

験の推進に貢献するため、さらに体制の整

備を進めてまいります。
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基本方針 ● 一 . 安全かつ最高水準の医療を提供します。一 . 優れた医療人を養成します。
　　　　　  一 . 次代を担う新しい医療を開拓します。　一 . 地域と社会に貢献します。
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オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
健
康
管
理
を

　

日
本
で
は
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
な

ど
の
言
葉
が
広
く
認
知
さ
れ
、
社
会
全

体
の
健
康
意
識
は
高
ま
っ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
人
ひ
と
り
に

応
じ
た
健
康
管
理
の
サ
ポ
ー
ト
は
十
分

で
は
な
く
、
残
念
な
が
ら
健
康
状
態
の

改
善
に
は
つ
な
が
っ
て
い
な
い
の
が
現

状
で
す
。

　

一
方
、
名
大
病
院
に
は
、
膨
大
な
臨

床
試
験
の
デ
ー
タ
が
蓄
積
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
を
予
防
医
療
に
活
用
す
れ

ば
、「
あ
な
た
は
将
来
こ
の
病
気
に
か

か
り
や
す
い
が
、
こ
う
い
う
生
活
を
す

れ
ば
予
防
で
き
る
」
と
提
案
で
き
、
健

康
管
理
の
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
化
に
つ
な

が
る
は
ず
で
す
。

　

そ
こ
で
名
大
病
院
は
、
医
療
法
人
松

柏
会
が
新
設
す
る
健
診
セ
ン
タ
ー
「
大

名
古
屋
ビ
ル
セ
ン
ト
ラ
ル
ク
リ
ニ
ッ

ク
」
と
連
携
し
、
予
防
医
療
・
健
康
増

進
を
目
的
と
し
た
シ
ス
テ
ム
の
共
同
研

究
開
発
に
乗
り
出
し
ま
す
。

予
防
医
療
の
新
し
い
モ
デ
ル
に

　

具
体
的
に
は
、
認
知
症
・
脳
卒
中
・

心
筋
梗
塞
、
さ
ら
に
糖
尿
病
・
精
神
疾

患
な
ど
の
予
防
を
目
的
に
、
セ
ン
ト
ラ

ル
グ
ル
ー
プ
が
保
有
す
る
健
診
者
デ
ー

タ
を
名
大
病
院
が
解
析
し
、
個
々
の
リ

ス
ク
に
応
じ
た
運
動
・
食
事
・
睡
眠
・

リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
プ
ラ
ン
を

提
案
し
ま
す
。
そ
れ
ら
に
基
づ
く
健
康

増
進
サ
ー
ビ
ス
を
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
提
供

し
、
そ
の
効
果
を
検
証
す
る
こ
と
で
、

予
防
医
療
や
健
康
管
理
の
新
し
い
モ
デ

ル
を
確
立
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
健
康
増
進
サ
ー
ビ
ス
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
育
成
す
る
ほ
か
、
不

動
産
会
社
や
自
治
体
な
ど
と
連
携
し

て
、
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
機
器
と
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
利
用
し
た
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の

健
康
情
報
配
信
サ
ー
ビ
ス
も
開
発
す
る

予
定
で
す
。
名
大
病
院
の
場
合
、
特
許

を
持
つ
地
域
包
括
ケ
ア
の
情
報
シ
ス
テ

ム
が
県
内
31
の
自
治
体
に
採
用
さ
れ
、

既
に
全
国
で
も
類
を
見
な
い
情
報
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
基
盤
は
大
き
な
強
み
と
な
る
は
ず

で
す
。

新
し
い
社
会
づ
く
り
を
率
先
し
て

　

こ
れ
ま
で
名
大
病
院
は
先
端
医
療
・

臨
床
研
究
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、

新
薬
の
開
発
な
ど
次
世
代
に
向
け
た
新

し
い
医
療
の
創
出
を
目
指
し
て
き
ま
し

た
。
今
回
の
取
り
組
み
は
、
さ
ら
に
そ

の
先
を
見
つ
め
た
、
次
世
代
の
新
し
い

社
会
づ
く
り
へ
の
挑
戦
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。

　

こ
う
し
た
革
新
的
な
取
り
組
み
は
地

域
の
中
核
病
院
な
ら
で
は
の
も
の
で
あ

り
、
得
ら
れ
た
成
果
を
社
会
に
定
着
さ

せ
る
こ
と
も
我
々
の
使
命
で
す
。
ぜ

ひ
、
こ
こ
か
ら
成
功
事
例
を
発
信
し
て

社
会
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
、

心
豊
か
な
健
康
長
寿
社
会
の
確
立
に
貢

献
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

一人ひとりに応じた予防医療を提案し、
健康な長寿社会づくりを牽引していきます

医薬品や医療機器等の医療技術の研究開発、最先端の治療を担ってきた名大病院が、
今年4月、健康な長寿社会づくりを目指して、ついに健診事業分野に進出します。
この予防医療の新しい取り組みについて先端医療・臨床研究支援センターの水野正明副センター長にお話を伺いました。
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理　　念 ● 診療・教育・研究を通じて社会に貢献します。
基本方針 ● 一 . 安全かつ最高水準の医療を提供します。一 . 優れた医療人を養成します。
　　　　　  一 . 次代を担う新しい医療を開拓します。　一 . 地域と社会に貢献します。

　
１
９
９
５
年
の
阪
神
・
淡

路
大
震
災
で
は
、
適
切
な
初

期
搬
送
が
受
け
ら
れ
な
か
っ

た
た
め
に
５
０
０
人
以
上
の

貴
重
な
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
反
省
を
踏
ま
え
て
10
年

後
に
発
足
し
た
の
が
、
医
師

が
い
ち
早
く
災
害
現
場
へ
駆

け
付
け
て
活
動
で
き
る
「
災

害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
　
Ｄ

Ｍ
Ａ
Ｔ
」
で
す
（
Ｄ
Ｍ
Ａ

Ｔ

は
、D

isaster M
edical 

A
ssistance T

eam

の
頭
文

字
を
つ
な
い
だ
も
の
）。
Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｔ
は
、
専
門
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
受
け
、
試
験
に
合
格

し
た
医
師
、
看
護
師
、
薬
剤

師
、
事
務
員
等
が
隊
員
と
な

り
ま
す
。
名
大
病
院
で
は
現

在
、
９
名
が
隊
員
と
し
て
認

可
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
愛
知
県
は
近
年
、
南
海
ト

ラ
フ
大
地
震
な
ど
大
き
な
自

然
災
害
が
予
想
さ
れ
る
ほ
か
、

大
規
模
火
災
や
脱
線
事
故
な

ど
、
い
つ
ど
こ
で
大
災
害
が

発
生
す
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
時
、
一
刻
も
早
く
現

場
へ
向
か
え
る
よ
う
、
地
域

を
守
る
災
害
拠
点
病
院
と
し

て
、
名
大
病
院
で
は
今
年
２

月
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
カ
ー
を
配
備

し
ま
し
た
。
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
カ
ー

は
救
助
に
必
要
な
資
機
材
を

運
搬
し
、
現
地
で
災
害
医
療

活
動
を
行
う
た
め
の
車
両
で

す
。
医
療
器
具
の
ほ
か
情
報

通
信
機
器
、
隊
員
が
現
地
で

数
日
間
過
ご
せ
る
生
活
物
資

な
ど
を
積
み
込
む
こ
と
が
出

来
ま
す
。

　
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
は
、
災
害
現
場

で
も
病
院
の
中
と
同
じ
よ
う

な
救
急
医
療
が
で
き
る
よ
う

に
、
し
っ
か
り
し
た
医
療
技

術
を
持
つ
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
隊
員
一
人
ひ
と
り

が
、
外
に
出
た
時
に
も
十
分

な
医
療
が
展
開
で
き
る
よ
う

に
、
普
段
か
ら
自
ら
の
技
量

を
高
め
る
努
力
を
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
災
害
時
の
出
動

が
円
滑
に
出
来
る
よ
う
、
毎

年
「
広
域
災
害
訓
練
」
で
Ｄ

Ｍ
Ａ
Ｔ
出
動
と
受
け
入
れ
の

訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　
愛
知
県
内
に
は
現
在
、
名

大
病
院
を
含
め
34
か
所
の
災

害
拠
点
病
院
が
あ
り
ま
す
。

大
き
な
災
害
で
多
数
の
傷
病

者
が
出
た
場
合
、
一
つ
の
病

院
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
た

め
、
他
の
災
害
拠
点
病
院
と

連
絡
を
取
り
、
緊
急
性
の
高

い
患
者
さ
ん
か
ら
診
療
し
て

い
く
医
療
シ
ス
テ
ム
を
構
築

し
て
い
ま
す
。
も
し
も
の
時
、

他
の
災
害
拠
点
病
院
と
連
携

し
迅
速
で
的
確
な
救
急
医
療

が
で
き
る
よ
う
に
、
名
大
病
院

で
も
救
急
医
療
に
取
り
組
み
、

災
害
時
に
備
え
て
い
ま
す
。

熱
中
症
に
気
を
つ
け
よ
う

名古屋ウィメンズマラソン2014の
救護活動に参加　

CONTENTS

ホームページで「かわらばん」のバックナンバーがご覧いただけます

災害派遣用車両「D
ディーマット

MATカー」を配備しました
救急部・ＥＭＩＣＵ部長の松田直之教授に、ＤＭＡＴカーについて伺いました。

DMAT

　夏の気温が、全国で上昇しています。地球

温暖化を防ぐこと、産業熱を低下させること、

これらはとても大切です。一方で、私たちの

体は長時間にわたって熱にさらされると、神

経を含めたさまざまな細胞の機能が損なわれ

てしまいます。

　まず、体がだるくなる、痙攣が起きること

もある、大量の汗がでる、腎臓の機能が低下

するなどの症状が生じます。このような熱に

暴露されることで、体の恒常性が損なわれる

状態を「熱中症」と呼んでいます。

　熱中症にならないように、皆がお互いに注

意することが大切です。暑すぎる環境で頑張

らずに、休んだり、体を冷却したり、水分を

補充するように気をつけるとよいでしょう。

「休憩」・「冷却」・「水分補給」、これが熱中症

対策の３つのポイントです。

特集 1

　
日
本
を
代
表
す
る
女
子
マ
ラ
ソ
ン
大

会
「
名
古
屋
ウ
ィ
メ
ン
ズ
マ
ラ
ソ
ン
」

が
、
今
年
も
３
月
９
日（
日
）に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
１
万
５
０
０
０
人
超
の

女
性
ラ
ン
ナ
ー
の
命
を
守
っ
た
の
が
、

コ
ー
ス
に
16
か
所
設
け
ら
れ
た
救
護
所

と
多
数
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
で
す
。

　
名
大
病
院
で
は
昨
年
に
続
き
、
５
人

編
成
の
医
療
救
護
隊
を
派
遣
し
ま
し

た
。
場
所
は
ラ
ン
ナ
ー
の
傷
病
が
多
い

こ
と
で
知
ら
れ
る
27.

５
km
地
点
。
統

計
で
は
心
肺
停
止
に
な
る
ラ
ン
ナ
ー
は

約
20
万
人
中
１
人
で
す
が
、
昨
年
同
様
、

心
肺
停
止
患
者
は
出
ま
せ
ん
で
し
た
。

吐
き
気
や
筋
痙
攣
な
ど
、
65
人
の
傷
病

者
の
対
応
を
行
い
ま
し
た
。

・災害派遣用車両「DMATカー」を配
備しました

・名古屋ウィメンズマラソン2014の
救護活動に参加

・季節のお話／熱中症

・東海地域ではじめて、名大病院が
200例の肝移植を実施

・新任挨拶
・提案書からの改善報告
・ナディック通信

・健やかな睡眠のために
・医療の質の向上のために
・第1回Patient Safety & Quality 
Award（医療の質・安全大賞）優秀賞受賞！

・患者誤認事故防止キャンペーン実施中
・禁煙のお願い

・名大病院とベトナムに「内視鏡トレー
ニングセンター」開設

・健康講座
・ミニニュース
・看護師募集
・かわらばんHPのご案内

1

2

3

4

救
急
部
・
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
部
長　

松
田
　
直
之

【創刊号／1993年12月1日創刊】
当時の病院長である杉田虔一郎先生の発案により
1993年12月に創刊しました。当初、院内広報誌
として構成員への情報発信を目的としていました。
（A4版モノクロ　6ページ）

【50号／2004年1月15日創刊】
50号から表紙がカラーになりました。写真が多く
使われるようになり、記事の量も増えました。
（A4版表紙カラー、中身モノクロ　14ページ）

【93号／2014年6月1日発行】
従来のデザインおよびコンテンツを刷新し、患者
さんに向けた情報発信ツールとして生まれ変わり
ました。
（B4版フルカラー　4ページ）

創刊号・50号・リニューアル　かわらばんの変遷
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名
大
病
院
に
は
、
チ
ャ
イ
ル
ド
・
ラ
イ

フ
・
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
（
Ｃ
Ｌ
Ｓ
）
と
い

う
ス
タ
ッ
フ
が
い
ま
す
。
一
体
ど
ん
な
仕

事
で
し
ょ
う
か
。
例
え
ば
手
術
室
で
、
麻

酔
で
眠
る
準
備
を
し
て
い
る
子
ど
も
の
横

で
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
よ
う
Ｄ
Ｖ
Ｄ
や

絵
本
を
一
緒
に
見
て
い
ま
す
。
病
棟
で
は

初
め
て
の
検
査
や
処
置
が
あ
る
子
ど
も

に
、
模
型
や
人
形
を
使
っ
て
説
明
し
た
り

し
て
い
ま
す
。
本
気
で
ト
ラ
ン
プ
や
将
棋

な
ど
を
子
ど
も
と
対
戦
し
て
い
た
か
と
思

え
ば
、
入
院
中
の
子
ど
も
の
お
母
さ
ん
と

廊
下
で
真
剣
な
顔
で
話
し
込
ん
で
い
た
り

も
し
ま
す
。
医
療
行
為
は
し
ま
せ
ん
が
、

医
療
現
場
で
の
ス
ト
レ
ス
を

軽
減
す
る
た
め
に
子
ど
も
や

家
族
と
か
か
わ
る
の
が
、
Ｃ

Ｌ
Ｓ
と
い
う
仕
事
で
す
。

　

病
院
は
子
ど
も
に
と
っ
て

苦
手
な
場
所
で
す
。
そ
こ
で

子
ど
も
や
家
族
が
少
し
で
も

安
心
し
て
過
ご
せ
る
よ
う

に
、
ま
た
子
ど
も
が
病
気
や

治
療
に
立
ち
向
か
う
力
を
発

揮
で
き
る
よ
う
に
、
と
い
う

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

入
院
や
治
療
に
臨
む
の
は
、

他
の
誰
で
も
な
く
、
そ
の
子

ど
も
自
身
で
す
。
自
分
の
病

気
と
向
き
合
い
、
治
療
に
つ

い
て
理
解
す
る
こ
と
で
、
前

向
き
に
臨
む
姿
勢
を
作
る
、
Ｃ
Ｌ
Ｓ
は
そ

の
お
手
伝
い
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

あ
る
５
歳
の
女
の
子
は
、
回
を
重
ね
る

ご
と
に
採
血
が
苦
手
に
な
り
、
そ
の
日
は

処
置
室
の
椅
子
に
座
る
こ
と
は
で
き
て

も
、
い
ざ
採
血
と
い
う
時
に
強
く
抵
抗
し

て
い
ま
し
た
。
今
日
は
気
分
が
乗
ら
な
い

か
な
、
と
思
い
な
が
ら
よ
く
よ
く
聞
く

と
、「
腕
を
ぎ
ゅ
っ
と
抑
え
な
い
で
」
と

小
さ
な
声
で
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
採
血

が
い
や
と
い
う
よ
り
も
、“
抑
え
ら
れ
る

の
は
苦
手
だ
か
ら
、
自
分
で
頑
張
っ
て
腕

は
出
さ
せ
て
”、
と
い
う
意
思
表
示
で
し

た
。
そ
の
場
の
ス
タ
ッ
フ
皆
で
そ
の
思
い

を
尊
重
す
る
と
、
彼
女
は
泣
き
な
が
ら
も

じ
っ
と
腕
を
差
し
出
し
て
採
血
を
終
え
、

晴
れ
晴
れ
と
し
た
表
情
で
処
置
室
を
後
に

し
ま
し
た
。
Ｃ
Ｌ
Ｓ
に
は
、
注
射
が
痛
く

な
く
な
る
魔
法
や
、
手
術
室
が
遊
園
地
の

よ
う
に
見
え
る
力
が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
力
を
持
っ
て
い
る
の
は
、
子
ど

も
達
。
病
院
で
の
苦
手
な
出
来
事
も
自
分

な
り
に
受
け
入
れ
乗
り
越
え
ら
れ
る
よ

う
、
そ
の
力
を
発
揮
で
き
る
方
法
を
一
緒

に
探
る
こ
と
で
、
皆
で
子
ど
も
達
を
支
え

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

チ
ャ
イ
ル
ド・ラ
イ
フ・ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

�

（
Ｃ
Ｌ
Ｓ
）の
ご
紹
介

特集 2

チ
ャ
イ
ル
ド
・
ラ
イ
フ
・
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
　
篠
原
　
夏
美

Nagoya Disease 
Information Center

　ナディックでは毎月第1水曜日に「手作り教室」を
開催しております。
　1月は手作りで「雪だるま」を作りました。
　参加費は無料で予約も必要ありません。材料も全て
ナディックに用意されています。ボランティアさんが
作り方を教えてくれますので、お子様でも気軽に作る
ことができますので是非ご参加ください。
　他にも多くの方にご利用頂けるようイベントや勉強
会などを企画しています。詳細はナディックの入り口
前のボードにも掲示しています。皆様のご利用をお待
ちしています。

場　所　中央診療棟2階　広場ナディック内
手作り教室の開催時間　毎月第1水曜日　13：30～15：00ナディック

通信

　

整
形
外
科
と
は
、
骨
や
関
節
、
筋
肉
、
靱

帯
、
腱
、
神
経
、
血
管
な
ど
の
組
織
か
ら
起

こ
る
疾
患
を
治
療
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
た

と
え
ば
骨
や
関
節
の
炎
症
や
変
性
、
腫
瘍
、

先
天
性
・
後
天
性
の
奇
形
な
ど
を
扱
い
ま
す
。

整
形
外
科
診
療
の
目
的
は
、
運
動
機
能
を
回

復
さ
せ
る
こ
と
で
、
元
通
り
に
で
き
な
い
ま

で
も
、
で
き
る
限
り
正
常
に
近
い
状
態
ま
で

戻
す
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
最

近
は
「
痛
み
」
が
治
療
の
対
象
と
な
る
こ
と

が
多
く
、
整
形
外
科
で
は
運
動
器
（
骨
や
関

節
、
筋
肉
）
に
生
ず
る
痛
み
を
と
る
治
療
も

担
当
し
て
い
ま
す
。
治
療
法
と
し
て
は
、
保

存
的
治
療
と
手
術
治
療
が
あ
り
、
手
術
治
療

に
は
人
工
関
置
換
術
や
脊
椎
に
対
す
る
手
術

等
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
「
し
こ
り
」
を
対
象

と
し
た
手
術
治
療
に
つ
い
て
も
整
形
外
科
が

担
当
す
る
病
気
が
多
い
こ
と
に
注
意
す
べ
き

で
す
。

　

整
形
外
科
と
混
同
さ
れ
や
す
い
施
術
所
と

し
て
接
骨
院
が
あ
り
ま
す
。
接
骨
院
は
柔
道

整
復
師
と
い
う
免
許
を
持
っ
た
方
々
が
医
療

類
似
行
為
と
し
て
施
術
し
て
い
ま
す
の
で
医

療
法
に
基
づ
く
医
療
行
為
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
美
容
外
科
を
美
容
整
形
と
い
う
こ
と

も
あ
る
た
め
、
整
形
外
科
医
が
美
容
外
科
診

療
を
し
て
い
る
と
誤
解
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
が
、
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

名
古
屋
大
学
整
形
外
科
学
教
室
は
昭
和

2
年
に
日
本
で
8
番
目
に
古
い
整
形
外
科
学

講
座
と
し
て
開
設
さ
れ
、
90
年
近
く
の
間
に

９
０
０
人
近
く
の
整
形
外
科
医
を
輩
出
し
て

い
ま
す
。
名
古
屋
大
学
医
学
部
附
属
病
院
整

形
外
科
で
は
、
脊
椎
・
股
関
節
・
膝
肩
・
リ

ウ
マ
チ
・
小
児
・
腫
瘍
の
6
つ
の
専
門
診
療

班
を
持
ち
、
変
形
性
関
節
症
と
い
っ
た
多
く

の
方
が
患
う
疾
患
か
ら
、
腫
瘍
・
骨
系
統
疾

患
と
い
っ
た
稀
な
疾
患
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

班
が
高
度
な
専
門
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

名
古
屋
、
愛
知
県
、
東
海
地
区
、
中
部
地
方

に
お
け
る
運
動
器
疾
患
を
扱
う
最
後
の
砦

と
し
て
の
自
負
と
責
任
を
持
っ
て
診
療
に
あ

た
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

診療科レポート「整形外科」　　整形外科長　西田　佳弘

花
粉
症
に
よ
る

目
の
か
ゆ
み
の
は
な
し

　目は涙などでいつも濡れているために花粉がつ
きやすくアレルギーが起こりやすいとされており
ます。花粉症の目の症状は、目の周りのかゆみ、
まぶたの腫れなどで、重症になると結膜が浮腫を
起こしてきます。かゆいのでこすると、さらに角
膜や結膜を傷つけ症状が悪化します。
　アレルギーのメカニズムとしては、花粉が結膜
にくっつくと IgE 抗体が作られ、ヒスタミンと呼
ばれる化学伝達物質が放出され神経を刺激してか
ゆみを引き起こします。
　そのため、治療法は、まずはヒスタミンをブ
ロックするような抗アレルギー薬が第一選択薬と
なります。それでも症状が収まらない場合は副腎
皮質ステロイド薬の点眼を用います。ステロイド
薬は効果が強い反面、副作用も多いので必ず眼科
医の診察を受けながら使用してください。
　それ以外に自分で花粉を避けることも有効で
す。防護用の眼鏡を使用し、花粉の多い時期には
外出を避け、屋内には花粉をいれないようにしま
しょう。またバランスの取れた食生活も予防にな
りますので食事にも配慮が必要です。

　
眼
科
　
病
院
講
師
　
上
野
　
真
治

右股関節の変形性関節症

左脛骨の骨肉腫
（矢印部分に腫瘍があります）
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名 大 病 院 NEWS

特集 3

　1874（明治7）年、米国を経て横浜港に青年ローレツ（Albrecht von 
Roretz 1846-1884）が降り立ちました。来日の目的は博物学の調査です。
オーストリア公使館附属医員という身分を得ていたローレツは、当時はまだ外
国人の自由な往来が認められなかったため、内地旅行免状の申請をして4か月
ほど京都、大阪、長崎、高知など西日本各地を調査旅行しました。旅行から横
浜居留地に戻ったローレツは医院を開業しますが、ヨングハンスの後任医師を
探していた愛知県に招かれて、1876年5月、医学副教師兼訳官の司馬凌海を
伴って、西本願寺別院にあった愛知県公立病院及び公立医学講習場の教師とな
ります。この時、堀川の東、天王崎町の5,700坪の土地に新しい病院と公立医
学所の建設に着工したところでした。
　ローレツは1877年1月の“Wiener Medizinische Wochenschrift”誌上
に、「医療器具は全く不足しており、包帯もほとんど使える状
態ではなかった。教科書はアメリカ式の問答式便覧書形式の
ものが数冊あるだけだった」、「私の官舎は全く住めるような
ものではなかった」と書いています。着任後、病院などの規
則を改め、調達品目録を作り、統計をとり、8か月足らずの
間に約400巻の蔵書と立派な器具類を揃え、病理解剖標本も
集め始めました。同年2月に天王崎町への移転を開始し、新
しい病院と公立医学所が落成した7月1日に開院式を行いま
した。
　堀川に面した西側（図1、図2の下方）にある表門を入っ
て南（右）が病院で、正面の一棟が外来診療棟、南隣の予備

病室は外国人に貸与する教師館として使われ、門柱の掛札には「ドクトル フォ
ン ローレツ」とありました。奥の６つの翼は病棟です。現在の名大病院の病棟
を思わせる翼が興味深いですね。病院は快適で、火鉢の代わりに鉄のストーブ
が備えられました。患者は疾患別に分けられ、重患は特別室に入れられました。
南の端には、ローレツが考案した人道主義に則った癲狂室（てんきょうしつ（精
神科病室））が1880年に建築されました。薬局も改善し、助手や医師の部屋も
自由に使えるように設備を整え、カルテや資料を整理分類し、勤務のローテー
ションも編成されました。公立医学所は北側です。4区の教場、化学局、4棟
の寄宿舎、解剖局、屍室などがありました。建物は木柱泥壁の従来の日本風に
少し洋風を混用したもので、建物の間には様々な花樹が植栽されていました。
 （医学部図書館　蒲生英博）

名大病院の始まりは、1871（明治4）年に旧名古屋藩評定所跡に設けられた仮病院です。
2014年に鶴舞町への移転百周年を迎えた名大病院の歩みを医学部史料室（医学部図書館4階）の所蔵品によりご紹介します。

名大病院歴史探訪

病院の改革と医学教育に奮闘した若きオーストリア人医師 ―ローレツ①―

図1　愛知病院及愛知医学校の表門　1887年頃 図2　『愛知県公立病院及医学校之平面図』1880年
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患者さんの健康をサポートすべき医療施設として、

病院敷地内の全面禁煙を実施しています。

皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

■ 禁煙のお願い

■ 

ミ
ニ
ニ
ュ
ー
ス

「
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
し
ま

し
た

　

中
央
診
療
棟
2
階
ピ
ア
ノ

広
場
に
て
、
10
月
22
日（
木
）

に
「
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
」、

11
月
11
日（
水
）に
「
オ
ー
タ

ム
コ
ン
サ
ー
ト
」、
11
月
24
日

（
火
）に
「
名
古
屋
ゴ
ー
ル
デ

ン
エ
イ
ジ
・
メ
イ
ル
ク
ワ
イ

ヤ
ー
院
内
コ
ン
サ
ー
ト
」、
12

月
10
日（
木
）に
「
ク
リ
ス
マ

ス
コ
ン
サ
ー
ト
」、
12
月
18
日

（
金
）に
「
名
大
病
院
ク
リ
ス

マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
が
趣
向
を
凝
ら
し

た
演
目
を
披
露
し
、
多
く
の
ご

来
院
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。

▲10月22日に行われたコンサート

▲11月24日に行われたコンサート

▲11月11日に行われたコンサート

▲12月10日に行われたコンサート

▲12月18日に行われたコンサート▲12月18日に行われたコンサート

　

11
月
12
日（
木
）に
、
広
域
災
害
訓
練
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、『
名
古
屋
大
学
医
学
部
附
属
病
院

広
域
災
害
マ
ニ
ュ
ア
ル
』
を
用
い
た
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
訓
練
で
あ
り
、
模
擬
患
者
１
１
６
名
を
設
定

し
た
本
格
的
な
も
の
で
、こ
の
よ
う
な
災
害
訓
練
は
、

災
害
拠
点
病
院
で
は
不
可
欠
な
訓
練
で
す
。
模
擬
患

者
を
ト
リ
ア
ー
ジ
に
お
け
る
緊
急
性
の
高
い
順
に
、

赤
8
名
、
黄
26
名
、
緑
82
名
に
振
り
分
け
、
緊
張
度

の
保
た
れ
た
早
急
の
ト
リ
ア
ー
ジ
と
対
応
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

災
害
時
に
お
い
て
は
、
職
員

の
招
集
が
か
か
る
条
件
を
覚
え

て
お
く
こ
と
、
そ
し
て
院
内
の

ど
こ
に
災
害
対
策
本
部
が
立
ち

上
が
る
の
か
を
知
っ
て
い
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
災
害
マ
ニ
ュ

ア
ル
で
は
、
名
古
屋
市
内
震
度

６
弱
以
上
で
、
中
央
診
療
棟
3

階
講
堂
に
災
害
対
策
本
部
が
立

ち
上
が
り
ま
す
。
訓
練
で
は
、

本
部
の
立
ち
上
げ
、
院
内
各
部

署
の
安
全
確
認
、
本
部
へ
の
情

報
連
絡
、
ト
リ
ア
ー
ジ
及
び
診

療
ブ
ー
ス
の
立
ち
上
げ
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
、
多

く
の
職
員
が
災
害
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
実
践
的
に
確
認
し

ま
し
た
。

　

訓
練
の
継
続
に
よ
り
、
災
害
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
よ
り

充
実
し
た
も
の
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
本

院
で
は
、
緊
急
対
応
が
よ
り
成
熟
す
る
こ
と
を
含
め

て
、
普
段
か
ら
救
急
医
療
の
質
を
高
め
る
よ
う
に
努

力
し
て
い
ま
す
。
訓
練
を
通
じ
、
こ
の
よ
う
な
災
害

訓
練
を
充
実
さ
せ
、
災
害
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
整
備
し
、

災
害
医
療
に
備
え
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

平
成
27
年
度
名
大
病
院
災
害
訓
練

災害対策本部でのミーティング風景

トリアージの様子
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特集 4
病
院
機
能
を
強
化
す
る
た
め
に

　

名
大
病
院
は
平
成
5
年
に
大
規
模
な
再

開
発
を
開
始
し
、
平
成
21
年
に
一
旦
の
完

成
を
見
ま
し
た
。
し
か
し
、
再
開
発
着
手

後
20
年
が
経
過
す
る
間
に
、
医
療
技
術
は

急
速
な
進
化
を
遂
げ
ま
す
。
近
年
、
内
視

鏡
や
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
を
使
う
体
に
負

担
の
少
な
い
手
術
方
法
が
普
及
し
、
手
術

適
応
の
患
者
さ
ん
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

が
ん
に
対
す
る
外
来
で
の
化
学
療
法
も
高

い
効
果
を
上
げ
る
よ
う
に
な
り
、
治
療
ス

ペ
ー
ス
の
拡
大
も
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。

　

加
え
て
、
高
齢
社
会
の
進
展
と
と
も
に

社
会
の
医
療
ニ
ー
ズ
も
変
化
し
つ
つ
あ

り
、
時
代
に
対
応
す
る
と
と
も
に
今
後
も

見
据
え
て
病
院
機
能
を
強
化
す
べ
く
、
先

端
医
療
機
能
強
化
棟
（
仮
称
）
の
建
設
が

始
ま
っ
た
の
で
す
。

高
度
で
質
の
高
い
新
た
な
医
療
を
提
供

　

地
上
6
階
、
地
下
1
階
の
新
棟
に
は
、

手
術
室
や
Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
ほ
か
、
内
視
鏡
検

査
・
治
療
を
担
う
光
学
医
療
診
療
部
、
抗

が
ん
剤
治
療
を
行
う
化
学
療
法
部
、
多
様

な
が
ん
に
対
応
す
る
放
射
線
治
療
室
を
拡

張
・
増
設
し
ま
す
。
ま
た
、
新
薬
開
発
を

進
め
る
病
床
も
設
置
す
る
な
ど
、
新
棟
で

は
よ
り
高
度
で
質
の
高
い
医
療
の
提
供
が

可
能
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
6
カ
所
に
分

散
し
て
い
た
「
ク
リ
ニ
カ
ル
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」
も
集
約
・
拡
充
さ
れ
、

医
療
技
術
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
集
中
で
き

る
環
境
が
整
う
こ
と
で
優
秀
な
医
療
人
材

の
輩
出
に
貢
献
で
き
る
も
の
と
期
待
し
て

い
ま
す
。

　

一
方
、
来
た
る
超
高
齢
社
会
の
医
療

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
に
は
、
地
域
の
医
療

機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
役
割
分
担
を
明

確
化
す
る
こ
と
も
必
要
で
す
。
名
大
病
院

は
従
来
の
急
性
期
だ
け
で
な
く
超
急
性
期

医
療
を
担
い
、
外
来
診
療
は
専
門
性
に
特

化
す
る
な
ど
、
新
棟
を
中
心
に
地
域
に
お

け
る
新
た
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
体
制
の
確
立

に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

治
療
に
専
念
で
き
る
環
境
整
備
を

　

設
計
に
あ
た
っ
て
特
に
留
意
し
た
の

は
、
患
者
さ
ん
や
職
員
の
動
線
で
す
。
外

来
棟
、
中
央
診
療
棟
と
つ
な
が
る
回
廊

や
、
手
術
室
と
集
中
治
療
室
を
最
短
ル
ー

ト
で
結
ぶ
エ
レ
ベ
ー
タ
を
設
置
し
た
ほ

か
、
各
室
の
配
置
、
廊
下
の
幅
な
ど
に
つ

い
て
職
員
と
話
し
合
い
、
機
器
の
大
型
化

な
ど
に
備
え
た
最
適
な
プ
ラ
ン
を
検
討
し

ま
し
た
。

　

今
後
は
病
棟
の
改
修
な
ど
も
視
野
に
入

れ
つ
つ
、
長
期
ス
パ
ン
で
医
療
ニ
ー
ズ
を
先

取
り
す
る
施
設
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
、
施
設
面
の
強
化
に
よ
っ
て
、
患
者

さ
ん
と
職
員
が
安
心
し
て
治
療
に
専
念
で

き
る
よ
う
支
援
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

現代と将来の
医療ニーズに応える、

先端医療機能強化棟（仮称）

平
成
29
年
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て
建
設
が
進
む
、
先
端
医
療
機
能
強
化
棟
（
仮
称
）。

現
代
の
医
療
ニ
ー
ズ
に
応
え
つ
つ
、
将
来
に
も
備
え
た
地
域
医
療
の
拠
点
と
し
て
、

先
端
医
療
機
器
や
専
用
の
治
療
室
が
集
結
し
ま
す
。

新
棟
の
機
能
や
設
計
の
工
夫
に
つ
い
て
、
佐
野
立
明
施
設
管
理
主
幹
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

本院ではボランティアさんを募集しています。詳しくはホームページをご覧ください。

■ ボランティアさん募集

● ボランティアホームページ
　 http://www.med.nagoya-u.ac.jp/hospital/1411/volunteer.html

 

小
児
科
長
／
教
授
　
小
島
　
勢
二

　

平
成
11
年
に
前
任
の
名
古
屋
第
一
赤
十
字
病

院
か
ら
着
任
し
て
以
来
、
16
年
間
の
在
職
期
間
中

様
々
の
職
種
の
人
々
に
支
え
ら
れ
て
、
何
と
か
職

務
を
全
う
出
来
た
こ
と
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

大
学
病
院
で
の
勤
務
は
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
研
修
以

来
の
22
年
ぶ
り
で
し
た
が
、
当
初
は
私
が
学
生

実
習
を
お
こ
な
っ
た
当
時
の
旧
西
病
棟
も
残
っ

て
お
り
、
旧
態
依
然
の
状
況
で
し
た
。
し
か
し
、

在
任
中
に
東
病
棟
、
研
究
棟
、
中
央
診
療
棟
、
外

来
棟
と
、
す
っ
か
り
、
病
院
の
建
物
は
一
新
さ
れ
、

さ
ら
に
現
在
は
先
端
医
療
機
能
強
化
棟
の
建
築

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
建
物
の
み
な
ら
ず
、
大
学

の
法
人
化
を
機
に
経
営
が
重
視
さ
れ
る
一
方
で
、

医
療
安
全
や
患
者
満
足
度
へ
の
配
慮
な
ど
、
医
療

の
質
も
様
変
わ
り
し
た
こ
と
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

小
児
科
に
お
い
て
も
、
こ
の
10
年
間
に
総
合
周

産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
や
小
児
が
ん
拠
点
病

院
の
指
定
を
受
け
た
こ
と
が
追
い
風
に
な
っ
て
、

入
院
患
者
数
や
入
院
費
用
請
求
額
は
大
幅
に
増

加
し
ま
し
た
。
と
り
わ
け
、
私
が
専
門
と
す
る
造

血
幹
細
胞
移
植
数
も
、
着
任
当
時
の
10
例
か
ら
、

昨
年
は
43
例
に
ま
で
増
加
し
、
わ
が
国
で
は
最
大

の
小
児
造
血
幹
細
胞
移
植
セ
ン
タ
ー
に
発
展
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
小
児
が
ん
の

治
療
成
績
は
向
上
し
た
と
は
い
え
、
ま
だ
向
上
の

余
地
は
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
研
究
施
設
を
も
つ
ア

カ
デ
ミ
ア
と
し
て
、
名
大
病
院
が
こ
の
分
野
に
お

い
て
、
わ
が
国
を
牽
引
す
る
存
在
で
あ
り
続
け
る

こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

退
職
の
ご
挨
拶

「こどもの貧血」
小児科長　教授　小島　勢二

顔色がわるいこどもは、日常診

療でよく遭遇しますが、その

原因の多くは鉄欠乏性貧血です。先

進国においても、5人にひとりは小

児期のいずれかの時期に貧血に罹

患しますが、とりわけ、離乳が終わ

る頃の乳児や、思春期の女子によく

みられます。鉄欠乏は貧血の原因と

なるほか、学習能力や認知能力の

低下との関連が指摘されています。

成人で鉄欠乏性貧血がみられる場

合には、がんや潰瘍による消化管か

らの出血を否定する必要

がありますが、小児では

消化管出血がみられるこ

とは稀で、鉄分の摂取不

足によることが大部分で

す。鉄欠乏性貧血の診断

は、特徴的な血液像や、

血清鉄、フェリチンの低

下から比較的容易です。

鉄欠乏性貧血と診断され

た場合には、食事療法の

みで治療することは困難

なので、鉄剤での治療を開始するの

が望ましいと考えられます。ふつう

は治療開始後2週間ほどで貧血の

改善がみられますが、貧血が改善し

ても、体内の鉄の貯蔵を図るために

さらに2～3ヶ月間は鉄剤の投与

が必要です。

　貧血と同時に、鼻出血や点状出血

斑がみられた場合には、白血病や再

生不良性貧血などの重大な病気の

可能性があるので、すみやかに専門

機関への受診が勧められます。

鉄欠乏性貧血の血液像


